
従来技術に比べての優位性

今後の展開

特徴

スイッチング電源の近傍界波形測定を
用いたノイズ源識別法の開発

複雑な電子製品では、スイッチングノイズが複数存在している場合、ノイズ発生源を
一つに特定するのが困難です。本研究では、放射ノイズ源となる電源を容易に特
定する技術を開発しました。
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⚫ EMC試験所や電子機器開発メーカなどにおける放射ノイズ
源探査ツールの開発

⚫ オーダーメード型技術支援への展開

多摩テクノプラザ

研究員からのひとこと

EMCのノイズ対策の第一歩はノイズ源識別で
あり、正確にノイズ源の位置を特定することが
大切です。ノイズ源識別法の開発に興味のあ
る企業さまとの共同研究・事業化を募集してい
ます。
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• 近傍電磁界と遠方界を同時に測定せず、ノイズ源を識別し、遠方
界(𝑦𝑎𝑙𝑙) から個別電源の𝑦1, 𝑦2, 𝑦3を推定します(図1）。

• 識別処理には、近傍電磁界のスイッチング波形パターンから遠方
界の位相を推定し、ノイズ源ごとのインパルス応答を推定します
（図2）。

• 遠方界にどれほど影響がでているか、ノイズ源ごとに比較が可能に
なります（図3）。
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特許出願中

⚫ 近傍電磁界と遠方界を同時に測定せず識別

⚫ 同一周波数の複数のノイズ源を識別可能

⚫ ケーブルを除去したり、装置の動作を止めたりせずに、配線
毎のノイズ影響を把握

ノイズ源の識別処理
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図2 ノイズ源ごとのスイッチングノイズ波
形（ON時）

図3 ノイズ源識別処理結果の比較
（上： EMI レ シ ーバ ス ペ ク ト ラ ム 、
下：推定したスペクトラム）

図1 ノイズ源識別処理


